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わが
を
語
る

市
市
の
特
性
と
今
後
の
課
題

　

鶴
ヶ
島
市
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
17
・
73
㎢

の
小
さ
な
市
で
す
が
、
関
越
自
動
車
道

と
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
が
交
差

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
る
地
の
利
の
良
い
ま
ち
で
す
。
ま
た
、

市
街
地
の
約
半
分
で
は
土
地
区
画
整
理

事
業
が
行
わ
れ
、
整
然
と
し
た
居
住
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
市
の
西

部
地
域
に
は
、
雑
木
林
や
農
地
な
ど
と

い
っ
た
武
蔵
野
の
原
風
景
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
明
治
時
代
に
鶴
ヶ

島
村
が
誕
生
し
て
以
来
、
ほ
か
の
自
治

体
と
合
併
す
る
こ
と
な
く
、
村
か
ら
町

へ
、
そ
し
て
市
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
と
り
わ
け
昭
和
50
年
代
に
は
、
東

京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
郊
外
化
が

進
み
、
急
速
に
人
口
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
本
市

は
、
全
国
的
に
も
平
均
年
齢
の
若
い
市

で
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
社
会
保
障
費

の
負
担
増
は
、
地
域
社
会
の
活
力
低
下

と
い
っ
た
事
態
を
も
た
ら
す
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
急
速
に
進
む
高
齢

化
を
前
提
と
し
て
、
課
題
の
解
決
に
当

た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
は
、
就
労
世
代
の
人

口
流
入
と
と
も
に
活
力
が
生
ま
れ
、
大

き
く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
人
口
構
成
を
見
ま
す
と
、
生
産

年
齢
人
口
と
年
少
人
口
は
既
に
減
少
を

始
め
て
お
り
、
老
年
人
口
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
若
い
人
た
ち
を
引

き
付
け
、
持
続
的
な
活
力
を
生
み
出
す

ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
り

ま
す
。

鶴
ヶ
島
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り

　

整
備
さ
れ
た
居
住
空
間
、
身
近
に
残

る
自
然
、
優
れ
た
交
通
の
利
便
性
、
本

市
は
人
々
が
住
む
の
に
と
て
も
適
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
条
件
を
生
か

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
力
に
満
ち

た
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
、「
鶴
ヶ
島
は　

人
を
、
暮
ら
し

を
、
地
域
を　

元
気
に
す
る
」「
鶴
ヶ
島

に
い
る
と
元
気
に
な
る
」
そ
ん
な
た
く
さ

ん
の
元
気
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。「
市
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
地
域
に
働
く
場
所
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
人
々
が
集
い
憩
い
交

流
す
る
地
域
の
魅
力
を
つ
く
る
」「
市
内

の
地
域
ご
と
の
状
況
に
応
じ
た
支
え
合

う
仕
組
み
を
構
築
す
る
」
な
ど
、
活
力
や

地
域
の
力
が
鶴
ヶ
島
の
元
気
を
確
か
な

も
の
と
し
ま
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
元
気
を
市
の
将
来

像
と
し
た
「
第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
は

平
成
23
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
、
分
か
り
や
す
く
共
有
し
や
す

い
シ
ン
プ
ル
な
目
標
を
掲
げ
、
市
民
み

ん
な
で
未
来
の
鶴
ヶ
島
を
つ
く
っ
て
い

く
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）
で
掲

げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

●
健
や
か
で
安
心
で
き
る
ま
ち

　

超
高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
地
域
の
実
情

を
見
据
え
、
市
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
、
健
や
か
で
安
心
で

き
る
ま
ち
。
健
康
・
福
祉
・
社
会
保
障

な
ど
は
、
各
担
当
部
門
が
横
断
的
な
連

携
を
図
り
、
施
策
効
果
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
、
交
通
事
故
、

犯
罪
な
ど
の
危
険
か
ら
市
民
を
守
る
た

め
に
、
事
前
の
防
止
策
を
講
じ
、
災
害

に
強
く
、
事
故
や
犯
罪
が
起
こ
り
に
く

い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

公
民
館
な
ど
を
拠
点
と
し
て
、
市
民
・

関
係
団
体
と
協
働
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
仕
組

み
を
築
き
ま
す
。
適
切
な
行
政
施
策
と

支
え
合
う
地
域
の
力
を
も
っ
て
、
地
域

福
祉
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
安
全
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

●
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

　

人
々
が
集
い
、
交
流
し
、
働
き
、
遊

び
、
住
ま
う
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
。
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
活
動
団
体
と
意
思
の
疎
通
を
図
り

な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽
に
地
域
の
活
動

に
参
加
し
、
仲
間
を
つ
く
り
、
活
躍
で

き
る
よ
う
な
、
仕
組
み
づ
く
り
と
場
の

確
保
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
の
要

衝
に
あ
る
本
市
の
立
地
条
件
を
生
か
し

て
、
新
た
な
経
済
活
動
を
誘
導
し
、
就

業
機
会
の
確
保
と
、
商
工
業
や
農
業
と

い
っ
た
地
域
産
業
の
振
興
・
発
展
、
に

ぎ
わ
い
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
快
適
に
暮
ら
す
ま
ち

　

身
近
な
自
然
環
境
が
確
保
さ
れ
、
公

園
、
道
路
、
排
水
な
ど
の
生
活
環
境
が

整
備
さ
れ
た
、
市
民
誰
も
が
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
。
日
々
の
生
活
に
潤
い
を

も
た
ら
す
樹
林
地
や
水
辺
は
、
生
物
多

様
性
の
保
全
や
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら

す
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
重
要
度
が
増

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
・
関

係
団
体
と
協
働
し
て
、
貴
重
な
自
然
環

境
の
保
全
と
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
衛
生
的
で
便
利
な
住
み
や
す
い

生
活
環
境
を
確
保
し
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
手
法
に
よ
る
均
等
の
取
れ
た
都

市
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
特
に
超

高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
歩
行
者

を
優
先
し
た
道
路
の
整
備
や
公
共
交
通

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤

の
整
っ
た
質
の
高
い
居
住
空
間
と
自
然

景
観
と
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
も
進

め
ま
す
。

●
人
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
市
民
誰

も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
成
長
し
て
い
く

環
境
が
整
っ
た
、
地
域
み
ん
な
で
人
を

は
ぐ
く
む
ま
ち
。
す
べ
て
の
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
を
充
実
し
、
地
域
社
会
全

体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
教
育
を

は
じ
め
と
し
た
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の

人
た
ち
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
教
育
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
以
上
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
な
が
ら
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
む

中
で
も
、
鶴
ヶ
島
に
い
る
と
元
気
に
な

る
、
そ
ん
な
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

鶴つ
る
が
し
ま

ヶ
島
市（
埼
玉
県
）

鶴
ヶ
島
市
長
　
藤ふ

じ
な
わ
よ
し
ろ
う

縄
善
朗

鶴
ヶ
島
は
人
を
、
暮
ら
し
を
、

地
域
を
元
気
に
す
る

全国からたくさんの見物客が訪れる4年に1度の「脚折雨乞」

毎春、日光街道杉並木で行われる「鶴ヶ島桜まつり」東照
宮警護・千人同心のパレード

◆ 

面
積　
　

17
・
73
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
９
１
０
９
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
７
７
２
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
鶴
ヶ
島
は　

元
気
に
す
る

〜
明
日
に
つ
な
が
る
活
力
の
ま
ち　

支
え

あ
う
安
心
の
ま
ち
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
関
越
自
動
車
道
と
首
都
圏

中
央
連
絡
自
動
車
道
の
２
つ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
交

通
の
要
衝
に
あ
り
な
が
ら
、
緑
に
も
恵
ま

れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
お
茶
、
旬
の
露
地
野
菜

〔
観
光
〕
脚
折
雨
乞
、
高
倉
獅
子
舞
、
高
倉

菜
の
花

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
鶴
ヶ
島
桜
ま
つ
り
、
鶴
ヶ
島

産
業
ま
つ
り
、
わ
か
ば
結
市

鶴ヶ島市長

藤縄善朗

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

豊
中
市
は
大
阪
府
の
北
部
に
位
置
し
、

昭
和
11
年
の
市
制
施
行
以
来
、
良
好
な

「
住
宅
都
市
」「
教
育
文
化
都
市
」
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
市
域
に
は
、

名
神
高
速
道
路
や
中
国
縦
貫
自
動
車
道
、

阪
神
高
速
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
大
阪
国
際
空
港

も
立
地
す
る
交
通
の
利
便
性
が
高
い
ま

ち
で
す
。

　

日
本
で
初
め
て
の
出
来
事
も
多
く
、

市
北
東
部
に
位
置
し
、
隣
接
す
る
吹
田

市
に
ま
た
が
る
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、

昭
和
37
年
に
ま
ち
開
き
し
た
日
本
初
の

大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
夏
の
甲
子
園

大
会
の
前
身
で
あ
る「
全
国
中
等
学
校
優

勝
野
球
大
会
」は
大
正
時
代
、
現
在
の
阪

急
電
鉄
豊
中
駅
西
側
に
あ
っ
た
豊
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
第
１
回
・
第
２
回
大
会
が

開
催
さ
れ
、“
高
校
野
球
発
祥
の
地
”
と

し
て
多
く
の
球
児
に
訪
れ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
39
年
に
大
阪

大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
出
土
し
た
全

長
約
７
ｍ
の
マ
チ
カ
ネ
ワ
ニ
の
化
石
は
、

日
本
で
発
見
さ
れ
た
最
初
の
ワ
ニ
類
の

化
石
と
し
て
学
術
的
に
も
貴
重
な
も
の

で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
に
あ
る
私
立
梅
花

学
園
高
校
と
私
立
箕
面
自
由
学
園
高
校

の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
が
全
国
大
会
で
常

に
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
テ
レ
ビ
番
組

で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
両
校
の
活
躍

の
お
か
げ
で“
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ま

ち
”と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
救
命
力
世
界
一
」を
宣
言

　

平
成
22
年
１
月
に
「
救
命
力
世
界
一
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
救
命
講
習
修
了
者

数（
人
口
に
対
す
る
割
合
）や
救
急
隊
数
、

救
急
救
命
士
数（
市
域
面
積
に
対
す
る
割

合
）が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
り
、
救

命
率
に
つ
い
て
は
23
・
７
％（
平
成
17
〜

20
年
の
４
年
間
の
平
均
）と
世
界
的
に
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
間
３
０
０
回
以
上
開
催

し
て
い
る
普
通
救
命
講
習
や
、
従
業
員

の
半
数
以
上
が
同
講
習
を
受
け
た
事

業
所
を
登
録
す
る
「
市
民
救
命
サ
ポ
ー

タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
登
録
事
業
」な
ど

の
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
毎
年
２
万

人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
救
命
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
、

小
学
校
高
学
年
の
児
童
を
対
象
に
し
た

「
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
な

ど
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
阪
国
際
空
港
を 

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
と
大
阪
府
池
田
市
、
兵
庫
県
伊

丹
市
の
３
市
に
ま
た
が
り
、
国
内
約
30

都
市
に
就
航
し
て
い
る
空
の
玄
関
口
・
大

阪
国
際
空
港
。
年
間
約
１
５
０
０
万
人

が
利
用
す
る
国
内
線
の
基
幹
空
港
で
あ

り
、
人
・
物
・
情
報
な
ど
の
交
流
拠
点

と
し
て
、
関
西
圏
の
経
済
や
文
化
の
発

展
を
担
う
、
重
要
な
社
会
資
源
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
私
自
身
が
就
航
都
市

を
訪
問
す
る
「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

各
都
市
と
の
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
や
、

事
業
所
の
交
流
・
連
携
、
商
業
振
興
な
ど
、

地
域
の
相
互
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

大
阪
国
際
空
港
お
よ
び
周
辺
地
域
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

中
核
市
へ
の
移
行
に
向
け
て

　

本
市
は
現
在
、
平
成
24
年
４
月
に
中

核
市
へ
移
行
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
２
市
２
町（
池

田
市
、
箕
面
市
、
豊
能
町
、
能
勢
町
）と

共
同
で
、
大
阪
府
の
持
つ
教
職
員
人
事

権
の
移
譲
を
受
け
る
べ
く
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
本
市
は
、
先
駆
的
に

権
限
移
譲
を
受
け
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
無
秩
序
な
住
宅
の
建
築
を
防
止

す
る
た
め
、
昭
和
43
年
に
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
建
築
主
事
を
置
き
、
特
定
行

政
庁
と
な
り
、
昭
和
46
年
に
は
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
に
関
す
る
権

限
の
移
譲
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

平
成
13
年
４
月
に
特
例
市
の
指
定
を
受

け
る
な
ど
、
積
極
的
に
権
限
移
譲
を
受

け
、
市
民
生
活
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

私
は
市
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
最
も
身
近

な
基
礎
自
治
体
が
行
う
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
中
核
市
に
移
行

し
、
権
限
と
責
任
の
下
で
、
自
治
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
人
事
権
の
移
譲
が
実

現
す
る
と
、
地
域
に
愛
着
を
持
っ
た
人

材
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
地
域
の
実
情
や
課
題
に
応
じ
た
教

職
員
の
配
置
や
育
成
な
ど
が
可
能
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
本
市
の
自
治

基
本
条
例
に
掲
げ
る「
自
己
決
定
・
自
己

責
任
に
よ
る
自
治
」の
確
立
を
目
指
す
取

り
組
み
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
を
見
据
え
て

　

本
市
で
は
平
成
22
年
12
月
、
平
成
23

年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
見

据
え
た
「
第
３
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
を
策
定
致
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環

境
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
つ
つ
、
人

口
減
少
社
会
に
対
応
し
、
自
律
的
な
都

市
と
し
て
の
基
盤
を
整
備
し
て
い
く
と

い
う
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
分
野
横
断

的
に
施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
特
徴

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
、
計
画
を
着
実
に
進

め
る
た
め
に
、
進
行
管
理
を
市
民
参
画

の
下
で
実
施
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
、
市
制
施
行
75
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
三
四

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
豊
か

な
「
市
民
力
」「
地
域
力
」
を
背
景
に
、

基
本
理
念
で
あ
る「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

豊と
よ
な
か中
市（
大
阪
府
）

豊
中
市
長
　
淺あ

さ

り利
敬け

い
い
ち
ろ
う

一
郎

魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
中

中
核
市
移
行
で
自
治
の
充
実
を
め
ざ
す

大阪国際空港展望デッキからの眺め

ジュニア救命サポーター講習を受講する小学生

◆ 

面
積　
　

36
・
６
㎢

◆ 

人
口　
　

38
万
８
９
０
４
人

◆ 

世
帯
数　

16
万
８
１
５
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
地
域
を
世
界
と
未
来

に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
交
通
の
利
便
性
が
高
い
住

宅
都
市
・
教
育
文
化
都
市
と
し
て
発
展
を

続
け
て
い
る
ま
ち

〔
観
光
〕
高
校
野
球
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
、

日
本
民
家
集
落
博
物
館
（
昭
和
31
年
に
服

部
緑
地
内
に
設
置
さ
れ
た
日
本
初
の
野
外

博
物
館
。
日
本
各
地
の
代
表
的
な
民
家
を

移
築
復
元
し
、
関
連
民
具
と
合
わ
せ
て
展

示
さ
れ
て
い
る
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
豊
中
ま
つ
り
、芸
術
文
化
祭
、

と
よ
な
か
産
業
フ
ェ
ア
、
と
よ
な
か
市
民

環
境
展
、
農
業
祭
、
豊
中
市
民
健
康
展
、

消
防
フ
ェ
ア

豊中市長

淺利敬一郎

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

豊中市

大阪市
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わが
を
語
る

市
大
洲
市
の
紹
介

　

こ
こ
大
洲
市
は
、
愛
媛
県
の
南
西
部
、

県
都
松
山
市
か
ら
高
速
道
路
で
40
分
、

42
㎞
の
距
離
に
位
置
し
ま
す
。
人
口
は
、

約
４
万
８
０
０
０
人
。
面
積
は
県
内
で

は
４
番
目
に
広
く
、
４
３
２
㎢
ほ
ど
あ

り
ま
す
。

　

市
の
中
心
部
に
は
県
下
最
大
の
一
級

河
川
「
肱
川
」
が
蛇
行
し
て
流
れ
、
瀬
戸

内
海
に
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
明

治
期
ま
で
肱
川
を
利
用
し
た
水
運
が
盛

ん
で
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
港
を
意

味
す
る
「
津
」
と
い
う
文
字
を
用
い
、
大

洲
を「
大
津
」と
称
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
肱
川
で
は
夏
に
な
る
と
幻
想
的

な
篝
火
の
下
「
観
光
う
か
い
」
が
催
さ
れ

ま
す
。
観
光
う
か
い
と
し
て
は
全
国
で

最
長
の
２
・
７
㎞
を
ゆ
っ
た
り
と
川
下
り

し
な
が
ら
、「
鵜
飼
」（
鵜
に
川
魚
を
捕

ま
え
さ
せ
る
漁
法
）
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
観
光
う
か
い
は
普
通
、

夜
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
見
る
機

会
を
増
や
し
活
性
化
を
図
ろ
う
と
平
成

22
年
か
ら「
昼
う
か
い
」を
始
め
ま
し
た
。

涼
し
い
川
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
夜
と

は
趣
の
異
な
る
う
か
い
が
楽
し
め
る
と

好
評
で
す
。

大
洲
藩
と「
い
ろ
は
丸
事
件
」

　

藩
政
時
代
の
大
洲
は
、
肱
川
の
恵
み
に

よ
っ
て
、
伊
予
大
洲
藩
六
万
石
の
城
下
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
大
洲
藩
主
加
藤

氏
の
居
城
、
大
洲
城
は
肱
川
の
ほ
と
り
の

小
高
い
丘
に
築
か
れ
、
往
時
は
、
四
層
四

階
の
天
守
が
勇
壮
に
聳そ

び

え
て
い
ま
し
た
。

惜
し
く
も
明
治
期
に
取
り
壊
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
天
守
復
元
の

機
運
が
高
ま
り
、
平
成
16
年
に
古
写
真

な
ど
の
資
料
を
基
に
木
造
の
天
守
を
復

元
し
ま
し
た
。
昔
通
り
に
復
元
し
た
天

守
は
名
城
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
、
肱
川

に
映
し
出
さ
れ
る
そ
の
雄
姿
は
、
悠
久
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
大
洲
藩
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
に
登
場
し
た
の
を
皆

さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

幕
末
の
大
洲
藩
は
藩
力
を
高
め
よ
う

と
長
崎
に
出
向
き
、
そ
こ
で「
い
ろ
は
丸
」

と
い
う
蒸
気
船
を
購
入
し
ま
す
。
し
か

し
、
当
時
の
藩
士
に
は
運
航
の
技
術
が
な

く
、
や
む
な
く
坂
本
龍
馬
率
い
る
海
援
隊

に
貸
し
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
海
援
隊

は「
い
ろ
は
丸
」を
使
っ
て
海
運
業
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
現
在
の
広
島
県

福
山
市
沖
の
瀬
戸
内
海
を
航
行
中
、
紀

州
藩
船
「
明
光
丸
」
と
衝
突
し
、「
い
ろ
は

丸
」
を
沈
没
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
龍
馬
は
紀
州
藩
と
の
交
渉
を
有
利
に

進
め
、
巨
額
の
賠
償
金
を
引
き
出
す
こ
と

に
成
功
し
ま
す
。
こ
れ
が
、世
に
言
う「
い

ろ
は
丸
事
件
」で
す
。「
龍
馬
伝
」で
は
、
大

洲
藩
に
船
代
を
弁
償
す
る
た
め
、
龍
馬
が

万
国
公
法
を
持
ち
出
し
て
巧
み
に
交
渉
す

る
姿
が
映
像
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
、
そ
の
「
い
ろ
は
丸
」

の
購
入
契
約
書
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

契
約
書
か
ら
は
、
購
入
先
な
ど
こ
れ
ま

で
の
通
説
を
覆
す
新
事
実
が
明
ら
か
に

な
っ
た
一
方
で
、
新
た
な
謎
も
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。「
大
洲
歴
史
探
訪
館
」
で
こ

れ
ら
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
も
ま

ち
づ
く
り
の
素
材
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

元
気
で
活
力
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

私
は
、
平
成
21
年
９
月
に
初
当
選
し

て
以
来
、
市
内
の
企
業
訪
問
を
続
け
て

い
ま
す
。
実
際
に
足
を
運
び
、
現
場
を

見
て
、
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
行
政
と
し
て
何
か
応
援

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
探
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
新
規

事
業
と
し
て
「
が
ん
ば
る
人
応
援
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
を

元
気
に
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
人

や
団
体
を
応
援
す
る
た
め
に
最
大
で
事

業
費
の
９
割
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

住
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

協
力
し
合
い
、
多
様
な
地
域
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、
そ
れ
を
う
ま
く
情
報
発

信
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
を
増
や
し
て

い
く
。
私
は
、
こ
れ
が
今
地
域
と
し
て

自
ら
が
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
地
域

の
活
性
化
策
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
試
す
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
平
成
22
年
12
月
に
初
め

て
の
試
み
と
な
る
「
大
洲
産
業
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
ま
ず
住
民
の
皆
さ
ん
に
大
洲
の
い

い
も
の
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！
と
い

う
こ
と
で
企
画
し
ま
し
た
。「
大
洲
の
え

え
モ
ン　

来
て
！
見
て
！
知
っ
て
！
」
を

合
言
葉
に
、
市
内
の
57
の
企
業
や
団
体

の
皆
さ
ん
が
自
社
の
目
玉
商
品
や
特
産

品
を
各
ブ
ー
ス
で
紹
介
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
る
あ
の

工
場
、
あ
の
お
店
、
入
っ
た
こ
と
が
な
い

け
ど
何
が
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」

「
実
は
、
あ
の
有
名
な
商
品
は
こ
ん
な
に

身
近
で
作
ら
れ
て
い
た
」

「
今
ま
で
話
に
は
聞
い
て
い
た
け
ど
、
実

際
に
食
べ
て
み
る
と
こ
ん
な
に
お
い
し

か
っ
た
」

な
ど
、
来
場
者
が
こ
の
産
業
フ
ェ
ス
タ
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
新
発
見
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。
地
元
の
私
た
ち

は
意
外
に
も
地
元
の
こ
と
を
知
ら
な
い
も

の
で
す
。
知
ら
な
け
れ
ば
、
情
報
発
信
も

で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

地
元
の
い
い
も
の
、
地
元
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
く
。
そ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
第
１
回
目
の
産
業
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。
予
想
以
上
の
盛
況
で
８
５
０
０

人
の
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者

の
一
人
一
人
が
新
し
い
広
告
塔
と
な
っ
て

「
大
洲
の
え
え
モ
ン
」
を
外
へ
と
情
報
発
信

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
あ
り
、
自
然
あ
り
、
特
産
品
あ
り

と
豊
富
な
地
域
資
源
を
持
つ
大
洲
市
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大お

お

ず洲
市（
愛
媛
県
）

大
洲
市
長
　
清し

み

ず水
　
裕ひ

ろ
し

地
域
資
源
を
生
か
し
た
元
気
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

発見された「いろは丸」の契約書（平成22年4月の記者発表の様子）

新たな試みとして平成 22 年から始めた「昼うかい」

名城100選にも選ばれた肱川に映る「大洲城」

◆ 

面
積　
　

４
３
２
・
20
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
８
４
８
５
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
１
８
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
き
ら
め
き
創
造　

大
洲
市

〜
み
と
め
あ
い　

さ
さ
え
あ
う　

肱
川
流

域
都
市
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
一
級
河
川
「
肱
川
」
が
市

の
中
心
部
を
貫
流
す
る
流
域
都
市
で
、
藩

政
時
代
に
は
六
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
た
、
自
然
豊
か
な
歴
史
あ
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
１
月
11
日
、
大

洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の
４

市
町
村
が
合
併
。

〔
特
産
品
〕
シ
イ
タ
ケ
、
ク
リ
、
長
浜
フ
グ
、

ア
ユ
、肱
川
ラ
ー
メ
ン
、志
ぐ
れ（
和
菓
子
）、

醤
油
、
味
噌
、
地
酒

〔
観
光
〕
大
洲
城
、
臥
龍
山
荘
、
大
洲
ま
ち

の
駅「
あ
さ
も
や
」、肱
川
あ
ら
し
、白
滝
公
園
、

小
藪
温
泉
、道
の
駅
「
清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
」、

龍
馬
脱
藩
の
道
、
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
、
つ
つ

じ
ま
つ
り
、
う
か
い
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大

会
、
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
、
大
洲
川
ま

つ
り
花
火
大
会
、
え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

祭
り
、
い
も
た
き
、
る
り
姫
ま
つ
り
、
大
洲

産
業
フ
ェ
ス
タ
、
大
洲
市
寒
中
水
泳
大
会

大洲市長

清水　裕

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大洲市

松山市


